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当委員会はこれまでの震災復興住宅特別研究委員会を継続するもので、引

き続き避難所や仮設住宅環境の実態把握と改善方策、今後の仮設住宅のあ

り方検討等の調査研究を進めていく。また、今後建設が多く見込まれる際

が公営住宅の課題を明らかにし、復興へむけた住宅のあり方やまちづくり

の支援を行う。現地活動は岩手県、福島県を中心に予定している 

主な研究事業は、以下の３点である。 

１．委員会の開催 

年４回程度関東地区で開催する。この他岩手県や福島県での支援活動も予

定している。 

２．活動方法は、数名単位のＷＧ（仮設住宅研究、住宅再建とまちづくり、

災害公営住宅など）を構成し、独自の活動も行う。 

３．成果公表 

公開研究会、シンポジウム、仮設住宅の統廃合等今後求められる対応につ

いての諸提案を行う予定。 
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